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新明解説

適切な対策が必要なとき
　現在は，ブラック企業という言葉がインターネット
上などで氾濫する時代になりました。
　もしブラック企業として，名指しで会社がネット上
などで批判されますと，優秀な社員の確保・定着が難
しくなるとともに，顧客離れが生じ，企業の業績に大
きく悪影響を及ぼすことにつながります。
　このブラック企業として批判される問題行為の 1つ
としてハラスメントが挙げられます。
　ハラスメントにつきましては，裁判，そして行政（厚
生労働省）の動向を見てもその対応は厳しくなってお
り，また，トラブル事例も増えてきていますので，企
業として，適切なハラスメント対策を講じることが重
要であるといえます。
　そこで，本稿では，最初にハラスメントのリスクを
解説し，ハラスメントに関する現状を確認します。そ
の後に様々なハラスメント対策例を具体的にご紹介い
たします。また，ハラスメントが発生しにくい良好な
職場風土の形成も大切になりますので，その点も解説
いたします。
　本稿が，皆様のハラスメント対策のご参考となれば
幸いです。
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